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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国市場が引き続き堅調に推移した一方で、中国市場は個人消

費や設備投資が鈍化傾向で進行し、日本や各国の企業活動への影響も懸念されるようになりました。こうした市場

環境のもと、当社グループに関わるエレクトロニクス市場では、産業機械関連をはじめとした各種製品が、当初見

込んでいた市場の伸長に対して力強さを欠く展開となりました。 

その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の状況といたしまして、売上高は417億3千1百万円（前年

同四半期比1.0％減）とやや減収となりました。利益面においては、きめ細かな個別顧客対応や原価改善・管理の

徹底により収益の確保に努め、営業利益は19億4千8百万円（同7.5％増）、経常利益は19億2千9百万円（同12.2％

増）と微減収ながらも増益となりました。しかしながら、一部の中国子会社の税金費用増加などにより、親会社株

主に帰属する四半期純利益は12億3千2百万円（同1.2％減）と、やや減益となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、売上高はセグメント間の内部売上高を含めており、セグメント利益はセグメント間取引消去及び本社部門

負担の未来開発研究費用控除前の営業利益と調整を行っております。

① 電子部品関連事業

電子部品関連事業では、中国景気の減速や欧州市場の不透明感などを背景に産業機械やエネルギー関連が低調に

推移すると共に、前期好調であったエアコン関係も天候不順や個人消費の落ち込みを背景に、力強さを欠く展開と

なりました。また、エコカー関連は、米国における好景気や原油安が影響して需要が低下すると共に、大手メーカ

ーのモデルチェンジを控えた生産調整の影響により弱含みで推移いたしました。海外生産比率の高い当事業は、為

替の円安傾向が減益要因となるため、きめ細かな個別顧客対応や原価改善・管理の徹底により収益の確保に努めま

したが、戦略製品の売上の伸び悩みなどと共に、収益は悪化傾向に推移しました。 

その結果、売上高は268億4千9百万円（前年同四半期比7.1％減）、セグメント利益は2億7千5百万円（同64.1％

減）と、減収減益となりました。 

② 電子化学実装関連事業

電子化学事業では、自動車の電装化の進展や米国における好景気を背景に車載関連が堅調に推移すると共に、夏

場以降はスマートフォン新モデル向けのソルダーレジストの生産が立ち上がり、量産対応が順調に進んでおりま

す。一方で、パソコン向けなどのソルダーペーストは、市場の縮小に伴いやや弱含みの展開となりましたが、生産

工程の改善などにより収益性の確保に努めました。また、実装装置事業では、自動車関連や電子部品メーカーなど

の設備投資需要を取り込むと共に、高まる省力化ニーズに応える製品を国内外で展開し、堅調に推移いたしまし

た。 

その結果、売上高は124億6百万円（前年同四半期比6.2％増）、セグメント利益は16億4百万円（同15.8％増）と

なりました。 

③ 情報機器関連事業 

情報機器関連事業では、放送機器市場で引き合いが増加しており、音声卓（ミキサー）のフラッグシップモデ

ル“ＮＴシリーズ”のキー局・地方局への納入が好評のうちに続いています。更に、将来を見据えたスーパーハイ

ビジョン（8K）番組制作を見据えたデジタル音声卓の開発を進めるなど、放送機器市場の中長期を見据えた取り組

みが着実に進展しております。また、国内市場ではセキュリティ関連機器の需要も高まっており、売上・利益の増

加に貢献いたしました。 

その結果、売上高は25億7千万円（前年同四半期比62.8％増）、セグメント利益は3億6千4百万円（同365.9%増）

と、大幅な増収増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期末の総資産は、前期末比8億5千2百万円減の794億2百万円となりました。これは主に、受取手形及

び売掛金の回収により流動資産が9億5千9百万円減少したことなどによります。

当第２四半期末の負債合計は、前期末比19億2千2百万円減の401億6千8百万円となりました。これは主に、借入

金が11億4千9百万円減少したことなどによります。

当第２四半期末の純資産合計は、前期末比10億6千9百万円増の392億3千3百万円となりました。これは主に、四

半期純利益の計上などにより株主資本が7億7千8百万円増加し、為替換算調整勘定の増加によりその他の包括利益

累計額が2億8千万円増加したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期第３四半期連結会計期間以降の市場環境は、中国経済が引き続き減速基調で推移することが予想

され、欧州や新興国経済の先行きにも不透明感が増しています。こうした市場環境を背景に、当初市場の伸長を見

込んでいた産業機械関連が予想を下回って推移する見通しであり、個人消費の鈍化により一般市場向けの各種製品

も、拡大のペースが期初の予想を下回ることが懸念されます。このような状況を踏まえ、平成27年５月８日に発表

いたしました平成28年３月期通期の連結業績予想を修正いたします。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針

を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減し

ております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん124百万円及び資本剰余金136百万円が減少すると

ともに、利益剰余金が12百万円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ10百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,816 13,478 

受取手形及び売掛金 23,684 21,508 

商品及び製品 5,758 6,087 

仕掛品 2,310 2,232 

原材料及び貯蔵品 6,342 6,141 

繰延税金資産 624 654 

その他 2,536 2,015 

貸倒引当金 △106 △110 

流動資産合計 52,968 52,008 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 18,192 18,524 

減価償却累計額 △10,942 △11,226 

建物及び構築物（純額） 7,250 7,297 

機械装置及び運搬具 17,112 17,511 

減価償却累計額 △13,403 △13,725 

機械装置及び運搬具（純額） 3,709 3,786 

工具、器具及び備品 10,099 10,505 

減価償却累計額 △8,466 △8,820 

工具、器具及び備品（純額） 1,633 1,684 

土地 6,130 6,156 

リース資産 1,522 1,502 

減価償却累計額 △1,042 △954 

リース資産（純額） 479 548 

建設仮勘定 560 461 

有形固定資産合計 19,762 19,935 

無形固定資産    

のれん 721 551 

リース資産 299 294 

その他 514 520 

無形固定資産合計 1,536 1,367 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,019 3,905 

退職給付に係る資産 904 1,137 

繰延税金資産 287 296 

その他 926 885 

貸倒引当金 △150 △134 

投資その他の資産合計 5,988 6,090 

固定資産合計 27,287 27,393 

資産合計 80,255 79,402 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,656 11,124 

短期借入金 5,905 5,193 

1年内返済予定の長期借入金 872 4,432 

リース債務 371 375 

賞与引当金 1,011 1,029 

役員賞与引当金 62 35 

その他 3,547 3,349 

流動負債合計 23,427 25,540 

固定負債    

長期借入金 14,913 10,917 

リース債務 546 599 

債務保証損失引当金 20 20 

退職給付に係る負債 2,765 2,667 

その他 416 423 

固定負債合計 18,663 14,628 

負債合計 42,091 40,168 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,829 11,829 

資本剰余金 17,173 17,036 

利益剰余金 6,138 7,054 

自己株式 △288 △290 

株主資本合計 34,852 35,631 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 437 297 

繰延ヘッジ損益 2 － 

為替換算調整勘定 3,291 3,657 

退職給付に係る調整累計額 △617 △561 

その他の包括利益累計額合計 3,113 3,394 

新株予約権 115 127 

非支配株主持分 82 80 

純資産合計 38,164 39,233 

負債純資産合計 80,255 79,402 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 42,155 41,731 

売上原価 30,620 30,038 

売上総利益 11,534 11,693 

販売費及び一般管理費 9,722 9,744 

営業利益 1,812 1,948 

営業外収益    

受取利息 19 35 

受取配当金 78 37 

持分法による投資利益 6 91 

その他 123 136 

営業外収益合計 227 300 

営業外費用    

支払利息 165 159 

為替差損 92 105 

その他 61 54 

営業外費用合計 320 319 

経常利益 1,719 1,929 

特別利益    

固定資産売却益 0 6 

補助金収入 － 64 

特別利益合計 0 70 

特別損失    

固定資産除売却損 24 22 

特別退職金 － 84 

投資有価証券評価損 － 42 

事業整理損 55 － 

特別損失合計 79 149 

税金等調整前四半期純利益 1,640 1,851 

法人税、住民税及び事業税 384 616 

法人税等調整額 8 3 

法人税等合計 393 620 

四半期純利益 1,247 1,231 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
0 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,246 1,232 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,247 1,231 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 179 △139 

繰延ヘッジ損益 6 △2 

為替換算調整勘定 △1,068 335 

退職給付に係る調整額 93 56 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 29 

その他の包括利益合計 △789 280 

四半期包括利益 457 1,511 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 457 1,512 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、第１四半期会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。この結果、資本剰余

金が136百万円減少するとともに、利益剰余金が12百万円増加しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他事業
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

電子部品 
関連事業 

電子化学
実装関連
事業 

情報機器 
関連事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 28,906 11,670 1,566 42,144 10 42,155 － 42,155 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

0 14 12 26 340 367 △367 － 

計 28,907 11,685 1,579 42,171 351 42,522 △367 42,155 

セグメント利益又は 

損失（△） 
767 1,385 78 2,231 △44 2,186 △374 1,812 

 （注）１．「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸・倉庫業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△374百万円には、セグメント間取引消去24百万円及び各報告セグメント

に配賦していない本社部門負担の未来開発研究費用△399百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他事業
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

電子部品 
関連事業 

電子化学
実装関連
事業 

情報機器 
関連事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 26,847 12,320 2,551 41,719 12 41,731 － 41,731 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2 86 18 107 323 431 △431 － 

計 26,849 12,406 2,570 41,827 335 42,162 △431 41,731 

セグメント利益又は 

損失（△） 
275 1,604 364 2,244 △0 2,244 △295 1,948 

 （注）１．「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸・倉庫業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△295百万円には、セグメント間取引消去29百万円及び各報告セグメント

に配賦していない本社部門負担の未来開発研究費用△325百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を適用し、支配が継続している場合の子会社に対す

る当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ「電

子部品関連事業」で10百万円、「電子化学実装関連事業」で0百万円増加しております。
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